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車載用 CO2分解装置の開発 
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CO2を分解するために、私たちは大流量大気圧マイクロ波プラズマ(LAMP)を開発しました。産業のた

めにそれを適用することは非常に重要であるので、私たちは自動車へ LAMP を取り付ける研究をしまし

た。LAMP の特徴は、マグネトロンによる高効率、大流量および低コストであり、CO2の分解結果を Fig.1

に示す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

LAMP は、一種のマイクロ波プラズマトーチです[1]。そして CO2と NOxを分解することができます

[2]。CO2から C への動的なプロセスを示しました[3]。そして、私たちは低コストの導波管を用いて 

LAMP を開発しました。管内波長λgは次のように示します。（自由空間波長λ=12.2（cm）、遮断波長 

λc = 2a = 19.2（cm）、a：導波管横断面の長さ）             

λg＝ λ/（1－（λ/λｃ）
2）1/2 ＝ 15.8(cm).         (1) 

Fig.2 は、3つの同軸を LAMP に配置しました。自動車の排気ガスの流量が大きいので、私たちは Fig.2

を開発している。 
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Fig.1. Decomposition of CO2 in one LAMP when LAMP 
is on, off（decomposition efficiency 38.5％,  39.0%,  
75.0%） 

Fig.2. Tapered detailed section of three (multi-) 
LAMPs trans-part from rectangular wave guide to 
co-axial mode 
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